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地域活動
・農山漁村集落

・企業等

・若者が主役となれる地域の

土地の有効活用と

・集落内外の多様な

中山間地域の現状
（中山間直払集落代表者へのアンケート）

【地域（集落）住民の方々が１０年後の生活を
考えたとき、不安に感じること

［農山漁村地域づくり課題調査
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①  世代間相互の合意形成

里海～里

し、現役世代
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地域活動上の課題整理
・農山漁村集落

企業等よそ者

・若者が主役となれる地域の環境

土地の有効活用と儲かる農業の展開

・集落内外の多様な人材･技術

中山間地域の現状 
（中山間直払集落代表者へのアンケート）

【地域（集落）住民の方々が１０年後の生活を
考えたとき、不安に感じること

農山漁村地域づくり課題調査

・後継者 

水路､山林の維持 

・草刈などの共同作業 

世代間相互の合意形成モデル

里海～里地、里地～里山のモデル地域を設定

現役世代（ある意味高齢者

合意形成された地域土地利用

若者主体の地域経営構想

若者が中心となり、農家・非農家の枠を超え、農

林水産業を起点とした雇用と定住

づくり 

課題整理 
・農山漁村集落ごとの課題 

よそ者参画の課題 

環境づくり 

農業の展開 

人材･技術の活用 

（中山間直払集落代表者へのアンケート） 

【地域（集落）住民の方々が１０年後の生活を
考えたとき、不安に感じることはありますか

農山漁村地域づくり課題調査(山形県)］ 

 

  ７９％

  ７７％

７０％

モデル 
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高齢者）と若者世代が話し

土地利用計画を策定
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農家・非農家の枠を超え、農

林水産業を起点とした雇用と定住を可能にする
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農山漁村を次代につなぐ 
環境整備 

若者が主役 
となった 

地域の経営 

・農業者の高齢化 

・農林水産業停滞 

・集落活動弱体化 

・現役から若者への世代交代を促進 

・持続した営農と新たな地域産業づくり 

・若者が定住できる地域の環境づくり 

② 若者主体の地域経営モデル策定事業 

若者世代が、１０年、２０年後を目標に、農林水産業を起点とし

た、地域での雇用創出や定住できる環境について話し合い、実践

につなぐ未来構想づくりに取組む（持続営農と６次産業化など） 

 人・農地プランの実質化 

①  世代間相互の合意形成実現事業 

現役世代である高齢者と若者世代が、地域の農業につい

て徹底して話し合い、合意形成された実効性の高い「人・農

地プラン」や「集落戦略」を完成させる（その環境を整える） 

中山間直接支払の集落戦略 

現役世代 ＋ 若者世代による 
徹底的な話し合いで課題解決 

コーディ 
ネート 

・図れない地域の合意 

・効率の悪い農地と施設 

・進まない世代交代 

・土地利用計画の策定 

・施設機械の共同利用 

・周年農業の実現 

若者世代の就農 

法人化・企業化 

農用地の集積 
・労働時間の短縮 

・経営面積の拡大 

・地域に合わせた産地化 

６次産業化等の取組 

地域ブランドの確立 

持続可能な農山漁村ステップ up イメージ 

（ 話し合い ） 

（ 話し合い ） 

（ 話し合い ） 

（ 話し合い ） 

面積を埋める作物、

付加価値作物栽培等 

農産加工、直売所、 

観光・体験商品開発、

農家民宿、若者就農 
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�集積と作物の選定
・基盤整備を契機とした
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・利便性改善による労働時間軽減

・耕畜連携による労働力の
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～里地（平地農村
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基盤整備を契機とした

作物の選定（団地化など）

利便性改善による労働時間軽減

耕畜連携による労働力の

平地農村地域

漁村・砂丘地） 

平地農村）モデル 

農山漁村を次代につなぐ環境整備

（土地利用と括りづけの考え方）
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耕畜連携による労働力の軽減 
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集落単位で無理なものは 

括りを広げた取組みが“肝”

漁村 

農山漁村を次代につなぐ環境整備

（土地利用と括りづけの考え方）
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農山漁村を次代につなぐ環境整備

（土地利用と括りづけの考え方）

中山間地域 

�広い面積
・広域的な土地利用計画

・手間のかからない作物生産

実取りとうもろこし

山菜や薬草など

農山漁村を次代につなぐ環境整備

（土地利用と括りづけの考え方）

広い面積を利用 
広域的な土地利用計画の

手間のかからない作物生産

実取りとうもろこし（飼料）

や薬草など 

里地（平地農村）

～里山（

農山漁村を次代につなぐ環境整備 

（土地利用と括りづけの考え方） 

山村 

の策定 

手間のかからない作物生産 

（飼料） 

里地（平地農村） 

～里山（中山間）モデル）モデル



地地域域づづくくりりワワーーククシショョッッププ運運営営支支援援  
集集落落のの夢夢をを描描きき､､扉扉をを開開くくププロロググララムム

関関心心  参参加加 
発発見見  

理理解解  

創創造造  
地域づくりワークショップとは、参加者が自 

由に考えを出し合いながら、地域の良さを見

つけたり将来について話し合ったりする活動 

のことです。参加者どうし、互いの提案を尊重し 

ながら平等に話し合いを進めていきます。 

子どもからお年寄りまで、地域のあるもの探しで見つけた 

お宝をみんなで育ていくプログラムです。地域が元気になる仕掛 

けがいっぱいある地域づくりワークショップに取り組んでみませんか。

 ワークショップ 
のポイント 

● 吉川に住んで２９年、自分は今まで何気なく吉川を見ていた
ことに、初めて気付く機会になりました。吉川には、文化・歴
史がたくさん有ることに驚いています。また、みんなで話して
いるうちに、皆の意見がひとつになるという素晴らしい体験が

でき、勉強になりました。どんな住みよい吉川になるのかな？

● すばらしいワークショ
ップでした。地域の方々と
行政の方々との連携もす
ばらしく、これからの取り
組みが楽しみです。

 

山形県農林水産部農山漁村計画課 農山漁村振興担当

ＴＥＬ ０２３-６３０-３３１５ ＦＡＸ ０２３-６３０-３０９６  〒990-8570 山形市松波二丁目８－１ 

山形県農林水産部農政企画課 企画担当 

ＴＥＬ ０２３-６２１-８３８８
ＦＡＸ ０２３-６２１-８４６３
〒990-2492 

山形市鉄砲町二丁目 19-68

山形県村山総合支庁 

産業経済部農村計画課 

企画担当

ＴＥＬ ０２３５-６６-５５４９
ＦＡＸ ０２３５-６６-３０１８
〒997-1392 

三川町大字横山字袖東 19-1 

山形県庄内総合支庁 

産業経済部農村計画課 

企画担当

ＴＥＬ ０２３３-２９-１３３９
ＦＡＸ ０２３３-２３-８３５５
〒996-0002 

新庄市金沢字大道上 2034 

山形県最上総合支庁 

産業経済部農村計画課 

企画担当

ＴＥＬ ０２３８-２６-６０５６
ＦＡＸ ０２３８-２１-６９４３
〒992-0012 

米沢市金池七丁目１－50

山形県置賜総合支庁 

産業経済部農村計画課 

企画担当

 

 

みんな仲良く 

元気な地域 

にしたい 

なくなった 

お祭りを復活 

させたい 

地域の資源を 

売り出したい 

事業を 

契機に 

地域づくり 

に活かし 

たい 

ワークショップは、目的（何のために）、
方法（どんな方法で）、得られる成果（どう
なるの）を皆さんが納得して取り組むこと
が必要です。 

地域診断技術の提供 
地域づくりを志す地域に専門家（県職員）を派遣し、総合診断を支援 

地域づくりワークショップ等開催支援 
地域座談会の開催やワークショップ運営の手法を支援 

行動計画書づくりの支援 
計画を実践に移行するための地域行動計画づくりのノウハウを提供 

実践活動への支援 

実践活動（自然環境や景観の保全、食品加工等）推進のための県関 

係部署や関係機関の専門家を派遣 

地域づくりリーダーの育成支援 
継続した地域づくりを可能にするための地域リーダーの育成を支援 

県内外の事例を紹介 
地域の活動が活発になるための事例や交流を支援 

“参加者の声” 

元気な地域づくり支援プロジェクト事業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西川町吉川 

 

 

 

西川町吉川地区は、清流寒河江川の流れる中山間地域に

あり、自然豊かで、月山を望む景色も素晴らしいところです。

吉川地区では、少子化の進行により地区内にある川土居小

学校が平成２４年度に閉校することが決定されています。地

区のシンボルがなくなるということはとても悲しいことですが、

これを契機として何とか地区を盛り上げようという思いで「吉

川の未来を創る会」が設立され、未来に向かって歩み始めま

した。単に小学校の校舎がどうなるのかを考えるだけではな

く、地区住民の思い入れも考慮しながら今後４年間かけた地

域づくりの「きっかけ」をつくり出します。計画づくりにとどまら

ず、計画途中から行動に移していくものは実践し、活動を通

して活き生きとした地域づくりに取り組んでいきます。 

地域を良くしようという皆さんの気持ちがあれ

ば取り組めます。皆さんの地域を事前に調査し

て、どのような方法が良いかを提案します。主催

は皆さんになりますが、開催からフォローアップま

でワークショップの運営を支援します。 

 

 

 

白鷹町大瀬 

““大大瀬瀬物物語語りり””のの製製作作  
～～大大瀬瀬のの活活きき活活ききをを語語ろろうう～～  

ワワーーククシショョッッププ  

支援内容 

① 集落の現地調査 
② 調査結果の診断・解析支援 
③ 地域活性化プログラム作成支援 
④ ワークショップ開催支援 
⑤ 行動計画づくりへの技術支援 
 

男

051015202530

0～4

5～9

10～14
15～19

20～24

25～29
30～34

35～39

40～44

45～49
50～54

55～59

60～64

65～

女

0 5 10 15 20 25 30

0～4

5～9

10～14
15～19

20～24

25～29

30～34
35～39

40～44

45～49

50～54
55～59

60～64

65～

S45.10.1 国勢調査

年齢
　/人

051015202530

0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～

男

0 5 10 15 20 25 30

0～4

5～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～

女H17.10.1 国勢調査

年齢
　/人

白鷹町大瀬地区は、最上川沿線にたたずむ集落で、過疎

化と高齢化を克服し何とか明るい将来を展望したいという思

いから町や関係団体の協力も得ながらプロ派遣事業に取り

組んできました。 

 プロ派遣事業では、地域づくりプランナーがその地域に最

適な地域づくり手法をアドバイスしながら関係者の合意を得 

活動を振り返り、大瀬の地域づく

りの次のステップへとつなげていく

ためのまとめの会を開催。一年前

とは違う輝きのある笑顔が印象的

でした。 

この後実施された「うまいものフ

ェスティバル」では、地域特有の資

源や伝統料理などを再発見する良

い機会となりました。 

これからも、まだまだ頑張大瀬

（がんばろ～ぜ）。 

地域づくりワークショップの成果「ごくらく構想図」 

人口分布調査 

 地域の歴史を振り返る年表作成 

てプログラムを進めていきます。 

 大瀬地区では、地区内外の人たちが集落内を点検して「お

宝マップ」を作成。それをベースに今後もここで（大瀬で）？

住み続けていくために何が大切かを考えた「ごくらく構想図」

を地域の成果として取りまとめました。いつ、だれが、という

行動計画もできており、今後の大瀬の発展が楽しみです。 



「農山漁村地域づくりプランナー」認定登録制度 

 

１ 趣旨 

山形県農業農村整備関係職員研修実施要領に基づき、業務遂行能力の向上を図るた

めに実施する組織研修として、「農山漁村地域づくりプランナー」の認定登録制度を定

めることにより、地域での話合いや合意形成のためのワークショップ技術を有した職

員の育成を図り、農業・農村を持続的に発展させる生産基盤の強化と、農業生産が支

える美しく活力ある農村づくりを推進する。 

 

２ 農山漁村地域づくりプランナーの定義 

県が定めた研修制度を修了することで、地域での話し合い・合意形成のため自らの

技術でワークショッププログラムを企画運営する能力を身につけた県職員とする。 

 

３ 認定要件 

以下の研修を基準回数以上、受講又は実践することを認定要件とする。 

 

区 分 内 容 対象とする研修 基準 

１）基礎研修 
ＷＳの基礎知識と演習研修の

受講 

職場研修等で農山漁村地域づくりプランナ

ー等が行うもの 
１回 

２）現場研修 
地域で開催されるＷＳへの参

加・体験 
現場で行われる様々なＷＳ １回 

３）企画研修 
ＷＳの企画研修の受講 

［具体のプログラム作成等］ 

具体的にプログラムの作成が可能となる研修 

※ 
１回 

４）実践研修 
自らＷＳのプログラムを作成し、

ＷＳを実践 

農山漁村地域づくりプランナーのサポートを

受けながら自らファシリテーター行ったＷＳ 
３回 

※元気な地域づくり支援プロジェクト事業など 

 

４ 認定登録方法 

（１）所属長は、毎年度末までに上記の４つの研修を修了した職員に対し、農山漁村地域

づくりプランナー認定審査資料及びワークショップの報告書を提出させ、様式１に

より農林水産部農村計画課長に認定申請するものとする。 

（２）農林水産部農村計画課長は、認定申請の内容を審査し、認定証を様式２により交付

するものとする。 

 

５ 農山漁村地域づくりプランナー育成名簿の更新 

 別添「農山漁村地域づくりプランナー育成名簿」は、毎年度末に農林水産部農村計

画課事業調整担当にて更新する。 

  



様式１ 

○ ○ 第     号 

○○  年  月  日 

 

農林水産部農村計画課長 殿 

 

（ 所属長 ）   

 

 

農山漁村地域づくりプランナー認定申請書 

 

 

農山漁村地域づくりプランナー認定登録制度に基づき、下記職員について全研修課程を

修了したので、認定審査資料及び報告書を添えて農山漁村地域づくりプランナーの認定を

申請します。 

 

記 

 

職 名 職員名 

  

  

 

  



農山漁村地域づくりプランナー認定審査資料 

 

報告月日  

職員名  職 名  

 

区 分 研修の実績 実施年度 

基礎研修   

現場研修   

企画研修   

実践研修 

 

[別途、ＷＳ報

告書提出] 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

サポートを行った農山漁村地域づくりプランナーの所見 

 

農林水産部農村計画課長の所見 

 

 

認定の可否  審査年月日： 

 



地域の括り検討作業（その１）

step１　集落構成図を作る step３　話し合いを進めていくための括りを検討する

1 黒鴨

2 鮎貝

3 深山

4 高岡

鮎貝

高岡深山

地域名：深　山

※括り単位に名称を添えよう！

黒鴨



地域の括り検討作業（診断書）

step２　集落カルテ（構成する集落単位に暮らしの成り立ちを診断）

No 人材 社会 環境 物資 文情 経配 No 人材 社会 環境 物資 文情 経配

1 ● ● ● ○ ● ● 4 ○ ◎ ● ○ ○ ○

No 人材 社会 環境 物資 文情 経配 No 人材 社会 環境 物資 文情 経配

2 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

No 人材 社会 環境 物資 文情 経配 No 人材 社会 環境 物資 文情 経配

3 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①人材：地域を構成するための人が存在する　　②社会：社会集団に属しコミュニティが存在する　　　　　　③環境：衛生・安全・利便・快適環境が存在する
④物資：物・エネルギーが供給可能である　　　⑤文情：文化や情報があり必要なら取り込める環境である　　⑥経済：交換・再配分・互酬のシステムが存在する

　　【表示方法について】　　今後とも問題ない◎　　　　弱まりつつある○　　　失った or 失いつつある●

特記事項
・結による農作業が残る地域
・観音堂、和紙、農家民宿が存在
・のどかな風景を守る郷

特記事項

集落名 集落名

深山

特記事項
・旧村の中心地で住環境も良好
・道路鉄道などの便も良い
・比較的平坦で農産業振興地域

特記事項

集落名 集落名

鮎貝

特記事項
・集落としての機能が極端に低下
・自然景観良好で鮎貝地区の用水源
・中山間直接支払いも断念

特記事項
・少子高齢化が急速に進行
・獣害が拡大し農家の意欲が低下
・地域の連携が強い地区

高岡

地域名：深　山

集落名 集落名

黒鴨



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化や後継者不足などで、５年後、

１０年後の人と農地の展望が描けない

集落が増えています。 

皆さんの集落はいかがでしょうか。 

今後の集落のことや農地のことにつ

いて、皆さんで話し合ってみませんか。 

お問合せ先 最寄りの総合支庁農村計画課又は県庁農村計画課中山間・棚田振興担当（023-630-2495） 

集落戦略（項目） 

① 集落の将来像 

・集落の将来像 

（話し合いの結果） 

・集落の課題と対策 

② 協定農用地の将来像 

・各筆の耕作計画 

集落戦略づくり 進め方の例 

土地利用 
計画図の例 

集落戦略で 

作成が義務 

付けられて 

いるものでは 

ありません。 

現状（5 年後予測） 10 年後予測 法人化計画 

担い手Ａ    担い手Ｂ    耕作継続が困難な農用地     法人設立（経営農用地） 

① 関係機関 
打合せ 

② 集落 
ビジョンづくり 
ワークショップ 

③ 土地利用 
計画づくり 

④ 完成 

話し合いの中身と「集落戦略」 
づくりの進め方の確認 

現況把握、将来構想、 

実行計画づくり 

各筆の耕作 

計画 



 

 

※集落の話し合いで

（Ｈ３０～Ｒ１

 ○中山間集落の将来不安

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中山間集落の

◆基盤整備、

・農地の整備（圃場整備、用水施設整備、農道整備など）

・農業法人化による省力化、所得安定化など

・農業用機械の共同利用

・ラジコン草刈り機、防除用ドローン導入とオペレーター育成

・草刈り応援隊などの応援制度の充実化

・鳥獣害対策

◆農産物の付加価値化とマーケット拡大

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

・異業種と連携したブランド化

・個々ではなく、地域全体での特産物の生産拡大

・農産物加工施設の整備

・産直やインターネットを活用した直接販売の促進

◆関係人口交流の拡大

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など）

・景観を活用したイベント実施（お祭り、コンサート、ホタル）

・空き家の活用（農家民宿、コテージ、貸し家庭農園など）

・環境、景観保全（ホタルの舞う里、ひまわりロード、展望

◆その他

・環境エ

 

農地

集落の話し合いで

Ｈ３０～Ｒ１ 

中山間集落の将来不安

中山間集落の

◆基盤整備、農地

・農地の整備（圃場整備、用水施設整備、農道整備など）

・農業法人化による省力化、所得安定化など

・農業用機械の共同利用

・ラジコン草刈り機、防除用ドローン導入とオペレーター育成

・草刈り応援隊などの応援制度の充実化

・鳥獣害対策

◆農産物の付加価値化とマーケット拡大

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

化、棚田関連商品

・異業種と連携したブランド化

・個々ではなく、地域全体での特産物の生産拡大

・農産物加工施設の整備

・産直やインターネットを活用した直接販売の促進

◆関係人口交流の拡大

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など）

・景観を活用したイベント実施（お祭り、コンサート、ホタル）

・空き家の活用（農家民宿、コテージ、貸し家庭農園など）

・環境、景観保全（ホタルの舞う里、ひまわりロード、展望

◆その他 

・環境エネルギー（傾斜利用した小水力発電、日当たりを利用した太陽光発電

農地 

集落の話し合いで出された

 実践的集落戦略モデル支援プロジェクト

中山間集落の将来不安 

中山間集落のニーズ 

農地の維持管理

・農地の整備（圃場整備、用水施設整備、農道整備など）

・農業法人化による省力化、所得安定化など

・農業用機械の共同利用

・ラジコン草刈り機、防除用ドローン導入とオペレーター育成

・草刈り応援隊などの応援制度の充実化

・鳥獣害対策 

◆農産物の付加価値化とマーケット拡大

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

化、棚田関連商品 

・異業種と連携したブランド化

・個々ではなく、地域全体での特産物の生産拡大

・農産物加工施設の整備

・産直やインターネットを活用した直接販売の促進

◆関係人口交流の拡大 

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など）

・景観を活用したイベント実施（お祭り、コンサート、ホタル）

・空き家の活用（農家民宿、コテージ、貸し家庭農園など）

・環境、景観保全（ホタルの舞う里、ひまわりロード、展望

ネルギー（傾斜利用した小水力発電、日当たりを利用した太陽光発電

人（

出された集落の将来不安

実践的集落戦略モデル支援プロジェクト

 

維持管理、担い手確保

・農地の整備（圃場整備、用水施設整備、農道整備など）

・農業法人化による省力化、所得安定化など

・農業用機械の共同利用 

・ラジコン草刈り機、防除用ドローン導入とオペレーター育成

・草刈り応援隊などの応援制度の充実化

◆農産物の付加価値化とマーケット拡大

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

 など） 

・異業種と連携したブランド化 

・個々ではなく、地域全体での特産物の生産拡大

・農産物加工施設の整備 

・産直やインターネットを活用した直接販売の促進

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など）

・景観を活用したイベント実施（お祭り、コンサート、ホタル）

・空き家の活用（農家民宿、コテージ、貸し家庭農園など）

・環境、景観保全（ホタルの舞う里、ひまわりロード、展望

ネルギー（傾斜利用した小水力発電、日当たりを利用した太陽光発電

（担い手）

1 

将来不安・ニーズ

実践的集落戦略モデル支援プロジェクト

、担い手確保 

・農地の整備（圃場整備、用水施設整備、農道整備など）

・農業法人化による省力化、所得安定化など

・ラジコン草刈り機、防除用ドローン導入とオペレーター育成

・草刈り応援隊などの応援制度の充実化 

◆農産物の付加価値化とマーケット拡大 

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

 

・個々ではなく、地域全体での特産物の生産拡大

・産直やインターネットを活用した直接販売の促進

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など）

・景観を活用したイベント実施（お祭り、コンサート、ホタル）

・空き家の活用（農家民宿、コテージ、貸し家庭農園など）

・環境、景観保全（ホタルの舞う里、ひまわりロード、展望

ネルギー（傾斜利用した小水力発電、日当たりを利用した太陽光発電

） の 問題が大半

・ニーズ 

実践的集落戦略モデル支援プロジェクト

・農地の整備（圃場整備、用水施設整備、農道整備など）

・農業法人化による省力化、所得安定化など 

・ラジコン草刈り機、防除用ドローン導入とオペレーター育成

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

・個々ではなく、地域全体での特産物の生産拡大 

・産直やインターネットを活用した直接販売の促進 

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など）

・景観を活用したイベント実施（お祭り、コンサート、ホタル）

・空き家の活用（農家民宿、コテージ、貸し家庭農園など）

・環境、景観保全（ホタルの舞う里、ひまわりロード、展望

ネルギー（傾斜利用した小水力発電、日当たりを利用した太陽光発電

問題が大半

 

実践的集落戦略モデル支援プロジェクトを実施した

・農地の整備（圃場整備、用水施設整備、農道整備など） 

・ラジコン草刈り機、防除用ドローン導入とオペレーター育成 

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

 

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など）

・景観を活用したイベント実施（お祭り、コンサート、ホタル）

・空き家の活用（農家民宿、コテージ、貸し家庭農園など） 

・環境、景観保全（ホタルの舞う里、ひまわりロード、展望台設置など）

ネルギー（傾斜利用した小水力発電、日当たりを利用した太陽光発電

問題が大半 

を実施した１３集落

 

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など）

・景観を活用したイベント実施（お祭り、コンサート、ホタル） 

台設置など）

ネルギー（傾斜利用した小水力発電、日当たりを利用した太陽光発電

１３集落） 

・特産品の開発（ジビエ、米のブランド化、きれいな水や雪を活かしたブランド

・観光商品の開発（収穫体験、農作業体験、オーナー制度、鳥獣害動物園など） 

台設置など） 

ネルギー（傾斜利用した小水力発電、日当たりを利用した太陽光発電） 

user
長方形
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